
「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp
クイズの答えはEメールでも
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（
応
募
数
37
通
）

（
正
解　

31
通
）

〒
8
8
0
ー

0
8
2
4

宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
7
月
31
日
で
、
当
選

者
は
9
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
6
月
号
の
答
え
】

【
5
月
号
当
選
者
】

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.194)（No.194)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

①

ハ　

②

ヘ　

③

ホ

④

ニ　

⑤

ロ　

⑥

イ

木
村　

民
子
さ
ん（
延
岡
市
）

重
黒
木
モ
リ
エ
さ
ん（
延
岡
市
）

山
岡　

正
孝
さ
ん（
宮
崎
市
）

野
辺

み
ち
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

鮫
島

栄
美
子
さ
ん（
都
城
市
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、
み
な
さ
ん
感
染
予
防

対
策
に
十
分
気
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

感
染
を
恐
れ
る
あ
ま
り
外
出
を
控
え
す
ぎ
て
「
生
活
不

活
発
」
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
抵
抗
力
を
下
げ
な
い
よ
う
に
注
意
が

必
要
で
す
。

次
の
カ
タ
カ
ナ
語
の
意
味
に
つ
い
て
記
号
で
お
答
え
く

だ
さ
い
。
（
参
考
：
日
本
老
年
医
学
会
資
料
・
民
医
連
「
い
つ

で
も
元
気
」
誌
よ
り
）

居宅介護支援事業所 ☎(0982)3
2
2

居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0982)3
☎(0982)2
☎(0985)2

　

7
月
か
ら
レ
ジ
袋
の
有
料

化
が
始
ま
り
ま
す
。
エ
コ

バ
ッ
グ
を
使
っ
て
い
ま
す

か
？
有
料
化
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ゴ
ミ
を
減
ら
す
1
歩
で

す
。
私
た
ち
の
青
島
は
き
れ

い
な
海
だ
と
み
ん
な
思
っ
て

い
ま
す
。
で
も
多
く
の
プ
ラ

ゴ
ミ
が
流
れ
つ
い
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
そ

れ
は
世
界
の
海
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
ら
で
す
▼
プ
ラ
ゴ

ミ
は
海
を
漂
う
間
に
紫
外
線

に
晒
さ
れ
、
波
に
も
ま
れ
る

こ
と
で
次
第
に
細
か
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
呼
ば

れ
る
物
に
な
り
、
回
収
は
厳

し
く
深
刻
な
環
境
問
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
▼
日
本

周
辺
の
海
に
漂
う
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
は
、
世

界
平
均
の
27
倍
と
い
う
調
査

結
果
が
あ
り
ま
す
。
海
洋
汚

染
だ
け
で
な
く
、
魚
や
鳥
、

人
体
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。
こ
の
ま
ま
い
く
と
、

2
0
5
0
年
に
は
海
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
量
が
、
魚
の
総

重
量
を
上
回
る
と
い
う
試
算

が
あ
り
ま
す
▼
国
民
の
み
ん

な
が
レ
ジ
袋
を
使
わ
な
か
っ

た
ら
、
ど
れ
だ
け
の
プ
ラ
ゴ

ミ
が
減
る
の
か
を
考
え
て
欲

し
い
。
環
境
の
こ
と
を
考
え

た
ら
、
使
い
捨
て
の
も
の
で

な
く
、
再
利
用
可
能
な
も
の

に
。
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
▼
あ
る
若
者
が
叫
ん
で

い
た
声
が
あ
り
ま
す
。「
気

候
は
変
え
ず
、
自
分
が
変
わ

ろ
う
」。
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
家
族
に
で
き
る
こ
と
に

声
を
上
げ
、
具
体
的
な
行
動

を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。
明
日

の
自
分
の
た
め
に
、
未
来
の

子
供
た
ち
の
た
め
に
。

（
Ｓ
・
Ｆ
）

体
温
計

http://www.miyazaki-iryou.coop/

（
１
）
フ
レ
イ
ル
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（　
　

）

（
２
）
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
…
（　
　

）

（
３
）
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
…
…
…
…
…
（　
　

）

（
４
）
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
…
…
…
…
…
…
…
（　
　

）

ア
、
骨
や
関
節
、筋
肉
な
ど
運
動
器
の
衰
え
が
原
因
で「
立
つ
」

　
　
「
歩
く
」と
い
っ
た
移
動
機
能
の
低
下
を
き
た
し
た
状
態

イ
、
噛
む
力
や
飲
み
込
む
力
が
弱
く
な
っ
た
り
、
舌
や
唇
を

　
　

動
か
す
力
が
弱
く
な
る
状
態

ウ
、
虚
弱
を
意
味
し
て
、
加
齢
に
よ
っ
て
運
動
機
能
や
認
知

　
　

機
能
が
低
下
し
た
状
態
で
身
体
的
要
素
に
加
え
て
、
ひ

　
　

と
り
暮
ら
し
や
貧
困
な
ど
の
社
会
的
要
素
を
包
括
し
た

　
　

幅
広
い
概
念

エ
、
筋
肉
の
減
少
に
伴
っ
て
筋
力
が
衰
え
、
日
常
生
活
に
支

　
　

障
が
生
じ
て
く
る
状
態

宮
崎
医
療
生
協
に
は
17
支
部
あ
り
ま
す
。
前
号
に
続
き
12
支
部
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

2
つ
の
町
に

ま
た
が
る
支
部

で
、
多
く
の
組

合
員
さ
ん
が
い

ま
す
。
運
営
委

員
さ
ん
は
割
合

新
し
い
方
が
多

く
、
ま
だ
慣
れ

な
い
面
も
あ
り

ま
す
が
、
和
気

あ
い
あ
い
と
や
っ
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
店

頭
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
署
名
活
動
、
バ
ス

ハ
イ
ク
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
健
康
ま
つ
り
に
は
、

地
域
の
三
味
線
や
和
太
鼓
教
室
の
み
な
さ

ん
に
出
演
い
た
だ
き
喜
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
班
づ
く
り
と
運
営
委
員

さ
ん
増
や
し
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
訪
問
活
動
に
取
り

組
む
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い

で
す
ね
。

支
部
ニ
ュ
ー

ス
を
発
行
し
、

〝
お
げ
ん
き
で
す

か
〞と
一
緒
に
約

4
5
0
名
の
組

合
員
さ
ん
に
毎

月
届
け
て
い
ま

す
。
2
0
1
7

年
か
ら
「
お
楽

し
み
交
流
会
」
を
毎
年
開
催
し
て
、
組

合
員
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

年
間
計
画
に
基
づ
く
班
会
の
開
催
、
健

康
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
街
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
の
健
康
づ
く
り
活
動
、「
日
向
・
平

和
を
守
る
戦
争
展
」
へ
の
参
加
協
力
や
署

名
活
動
、
国
民
平
和
大
行
進
な
ど
の
社

会
保
障
と
平
和
を
守
る
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ

ク
組
合
員
交
流
研
修
会
や
組
合
員
の
つ

ど
い
、
高
齢
者
大
会
や
宮
崎
県
母
親
大

会
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
も
参
加

し
て
い
ま
す
。

『
緑
の
丘　

広
い
田
の
も　

豊
か
に
実

る　

麦
の
波
』半
世
紀
以
上
も
前
の
住
吉

小
学
校
の
校
歌
の
一
節
で
す
。麦
の
波
は

農
家
の
激
減
に
連
れ
て
姿
を
消
し
、歌
詞

も
他
の
言
葉
に
変
わ
り
ま
し
た
。し
か

し
、
今
で
も
田
畑
が
広
が
り
、
ハ
ウ
ス
園

芸
が
盛
ん
で
す
。ま
た
宮
崎
市
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
2
1
、6
0
0
人
余
が
く

ら
す
住
み
良
い
地
域
で
す
。

支
部
の
主
な
活
動
は
機
関
紙
配
布
と

公
民
館
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。高
齢

化
が
加
速
す
る
中
で
、誰
も
が
健
康
で
く

ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
地
域
の

人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を

広
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め

に
は
ま
ず
、
支

部
運
営
委
員

の
量
的
補
充

を
進
め
る
こ

と
が
当
面
の

課
題
で
す
。

宮
崎
生
協
病
院
の
地
元
支
部
と
し
て
、

在
宅
療
養
患
者
さ
ん
宅
へ
の
七
夕
飾
り
や

介
護
施
設
の
訪
問
、コ
ー
プ
み
や
ざ
き
柳

丸
店
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、い
ろ
い
ろ

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、地
域
の

方
々
と
の
出
会
い
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。ま
た
、
健

康
ま
つ
り
や

バ
ス
ハ
イ
ク
な

ど
に
取
り
組

む
中
で
組
合

員
さ
ん
と
の

交
流
も
深
ま

り
、組
合
員
増

や
し
と
出
資

金
増
資
は
目

標
を
達
成
し

ま
し
た
。

宮
崎
市
内
中

心
部
の
広
い
地

域
で
活
動
し
て

お
り
、
今
年
で

発
足
29
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

支
部
の
地
域
に

は
「
和
知
川
原

生
協
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
や
訪
問
看
護
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
事
業
所
が
あ
る

「
れ
い
ん
ぼ
う
会
館
」
が
あ
り
ま
す
。「
れ

い
ん
ぼ
う
会
館
」
の
1
階
に
は
地
域
交

流
室
が
あ
り
、
健
康
づ
く
り
や
趣
味
の

サ
ー
ク
ル
な
ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
め
て
健
康

づ
く
り
に
も
役
立
つ
「
れ
い
ん
ぼ
う
サ
ロ

ン
」
も
定
期
的
に
開
い
て
い
ま
す
。

多
く
の
組
合
員
の
方
が
参
加
し
て
「
組

合
員
で
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
楽
し
い
活
動
を
、
こ
れ
か
ら
も
案
内
し

ま
す
。

全
国
四
課

題
達
成
に
向

け
て
班
会
や

健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
バ
ス
ハ
イ

ク
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ

な
ど
の
楽
し

い
企
画
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
で
残
念
な

が
ら
企
画
が
中
止
と
な
り
、
四
課
題
達

成
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

生
協
病
院
の
4
階
病
棟
に
七
夕
飾
り

や
入
院
患
者
さ
ん
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
福
祉
生
協
情
報
誌
コ
ム
コ
ム

4
月
号
『
組
合
員
活
動
ニ
ュ
ー
ス
コ
ン
テ

ス
ト
』
で〝
北
２
支
部
だ
よ
り
〞が
優
秀

賞
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
度
も

元
気
よ
く
支
部
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

新型コロナウイルスの緊急事態宣言が解除になりました。宮崎医療生協で
も全事業を通じ、コロナ対策に職員一同全力で取り組んでまいりました。組
合員さんをはじめ、地域の方や行政機関、他の医療機関や介護事業所様のご
協力と連携のもと、一人の感染者を出すこともなく緊急事態宣言解除を迎え
たことに感謝申し上げます。
多くの方が、長らくの自粛生活から解放され、家族や友人と買い物や食事

に出かける予定の方など、コロナ以前の生活に戻られようとしていると思われ
ます。しかし「緊急事態宣言の解除は、決して安全宣言ではない」ということ
に注意していただく必要があります。治療法の確立やワクチンの開発等が実現
するまでは「新型コロナウイルスとともに生きていく社会」（with コロナ）を

意識する必要があります。そのため国から提示されている手洗いや咳エチケッ
ト、人との距離の確保など、基本的感染対策を含めた「新しい生活様式」へ
の対応を実践しましょう。
「医療生協の活動をどんどん活用してください」３密（密集、密接、密閉）
にも注意を払いながら、班会などの医療生協の活動再開を通じ、ご近所やご友
人とともにコロナ対策を学んだり、健康チェックでご自身の体調を確認したり、
フレイル体操で体力をつけましょう。長い自粛生活で、地域の中に孤立した方
や健康で悩んでいる方。経済的に困っている方がいらっしゃらないでしょうか。
「今こそ医療生協の出番です」医療生協活動を通じ、正しい知識と健康を身
につけ、コロナに負けない「まちづくり」をすすめましょう！

●
国
富
綾
支
部
●
部部
●

綾綾
支
部
支
部

富
綾
富
綾

●
国国
●●
国
富
綾
支
部
●

●
日
向
支
部
●

●●●●●

部部
●●

支
部部

日
向向

●
日
●●●●
日
向
支
部
●

●
住
吉
支
部
●
部部
●●

支
部部

住
吉
住
吉吉吉

●
住住
●●
住
吉
支
部
●

●
東
大
宮
支
部
●
部部
●

宮
支
部
支
部

大大大大
宮

東
●
東東東
●●
東
大
宮
支
部
●

●
中
央
支
部
●
部部
●●

支
部部

央
中
央央央

●
中
●●
中
央
支
部
●

●
北
２
支
部
●
部部
●●

支
部部

北北
２２

●
北北
●●
北
２
支
部
●

医療生協の活動を通じコロナに負けない「まちづくり」を目指しましょう。医療生協の活動を通じコロナに負けない「まちづくり」を目指しましょう。医療生協の活動を通じコロナに負けない「まちづくり」を目指しましょう。
宮崎医療生活協同組合　　理事長　日高明義～組合員活動を６月から再開しました～

組合員の
皆さまへ

街かど健康チェック街かど健康チェック

れいんぼうサロンれいんぼうサロン

お楽しみ交流会お楽しみ交流会

七夕かざり七夕かざり

温泉バスハイク温泉バスハイク支部総会支部総会

循環器内科（遠藤･中島・柳田・坂口）、消化器内科（古谷・眞川）、呼吸器内科（永友・三宅）、糖尿病内科（植野）、
内科･リハビリ（浜田･高橋麻里子）、透析外来（眞川）、外科・肛門外科（山岡･葉山･末岡・松田・黒木）、
小児科（山元･上野･愛甲･久保）、初期研修医（井上奈津子・井上三保子・山下・佐藤）

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診

一　般
1診 2診 3診4診 5診

予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
17：00～
　  19：30
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：15
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経

（要予約）
（要予約）（受付13：30～）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

交替制

第1･3･5週
交替制

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

遠　藤

浜　田

遠　藤

遠　藤

交替制

古　谷

植　野

坂　口

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

中　島

遠　藤

柳　田

坂　口

1週：中島
2週：－
3週：植野
4週：永友

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

夜間一般17:30～20:00
交替制

宮崎市大島町天神前1171 内科・外科 ☎0985（24）6877
健康診断科 ☎0985（24）6566

交替制

上　野交替制

交替制

山　岡

葉　山

松　田

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

交替制

交替制交替制

交替制 久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元
葉　山
又は
黒　木

交替制

第1・3・5週は休診
第2・4週14：00～14：30
交替制

14：30～17：00
小　牧

14：00～16:00

眞　川
（第4週は休診）

休　診

小　澤

交替制

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは訪問診療。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（小牟田佐知子）までご連絡ください。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

受付　13：30～16：00
診療　14：00～17：00

14：00～16:00

高橋麻里子

13：30～17:00

永　友

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問診療

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

 17：00～19：00
（受付18：45）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

生協病院からの支援

植　野
第3土曜休診

植　野

植　野

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高橋聡

高橋聡

高橋聡

高橋聡

交替制
高橋聡

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

第2土曜休診

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715
午　後

16：00～18：00
（受付17：30）まで

高橋聡

休診（訪問診療）
高橋聡

17：00～19：00
（受付18：30）まで

高橋聡

休診（訪問診療）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

9：00～12：30
（受付12：00）まで

延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高　田

中　村

高　田

中　村

高　田

高　田

中　村

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

休　診
（訪問診療）

月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222

中　村

高　田
高　田

（第1土曜は中村）

透析外来
眞　川
（附属棟）

（３月から火曜午後の一般内科は休診となります） 小児科 ☎0985（24）6575

三　宅

8：30～10:00

第1・3・5（三宅）
第2・4（永友）

健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる



〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

都
北
支
部
の
お
元
気
は
、
岩
切
正
道
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。
岩
切
さ
ん
は
1
9
9
8
年
か
ら
医
療
生
協

に
関
わ
り
、
医
療
生
協
の
理
事
や
都
北
支
部
長
を
経

験
さ
れ
た
頼
も
し
い
方
で
す
。
毎
月
の
支
部
ニ
ュ
ー

ス
を
担
当
さ
れ
、
初
回
号
か
ら
始
ま
り
2
2
6
号
に

達
し
ま
し
た
。「
お
げ
ん
き
で
す
か
」
の
配
布
は
バ

イ
ク
に
乗
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
を

さ
れ
、
日
々
忙
し
く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。   

（
都
北
支
部
理
事　

田
中
笑
子
）

渡
辺
千
鶴
さ
ん
（
こ
の
は
な
支
部
）

〈
俳
句
〉

田
植
機
の
父
に
手
を
振
る
下
校
の
子

明
時
の
き
ょ
う
も
ふ
た
声
ほ
と
と
ぎ
す

郭
公
や
足
の
痛
さ
を
忘
れ
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
と
し
て
、
宮
崎
医
療
生
協
は
3
月
〜
5
月
、
班
会
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
支
部
総
会
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
、
組
合
員
さ
ん
の
楽
し
い
行
事
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

6月度宮崎生協病院利用委員会6月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声虹の声
入院中、面会が出来なかったことが一番のストレスでした。

ご承知のように新型コロナウイルスの院内感染を防止する目的により、2月末から入院患者さん
の面会は原則禁止とさせていただきましたが、6月15日より一部を制限し、面会の時間を再開し
ました。家族との面会もままならない中、ご不安があったことをお詫び申し上げます。また、当
院の感染対策へのご協力ありがとうございました。皆様のご協力もあり、他の感染症も含めて院
内感染の発生なく、新型コロナウイルス感染の第１波を乗りきる事ができそうです。

声

答
み ん な の 声
◎おげんきですか５月号を見て、新入職員のフレッシュな
17人、しっかりした意志を持たれ地域医療を支えてくだ
さる医療と介護を期待します。　 （宮崎市Ｎさん女性）

〝
健
康
で
楽
し
く
長
生
き
し
よ
う
〞を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。四
課
題
は
仲
間

ふ
や
し
、増
資
、班
づ
く
り
、班
会
開
催
、担
い
手

づ
く
り
は
す
べ
て
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。「
お

げ
ん
き
で
す
か
」は
30
人
で
約
2
、0
0
0
部
を

配
布
。生
協
病
院
の
花
壇
と
車
い
す
の
手
入
れ
を

18
年
間
続
け
て
い
ま
す
。週
2
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
は
年
間
約
90
回
、延
べ
1
、8
0
0
人
が

楽
し
ん
で
い
ま
す
。忘
年
会（
宿
泊
）、新
年
会（
日

帰
り
）は
い
ず
れ
も
温
泉
で
約
30
人
が
参
加
し

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。今
年
か
ら
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
強
め
よ
う
と「
ラ
ン
チ
し
な
が
ら
お

し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」も
は
じ
め
ま
し
た
。昨
年
オ
ー

プ
ン
し
た
コ
ー

プ
み
や
ざ
き
宮

脇
店
で
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
も
毎
月

行
っ
て
い
ま
す
。

●
東
部
支
部
●●●
部部部
●
部
●

部部
支支

東東東
部
東
部

●●●●●
東
部
支
部
●

2
0
1
8
年
度

後
半
か
ら
実
施
し

て
い
る
毎
月
1
回
の

支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
は
、
組
合

員
外
の
方
を
含
め

て
次
第
に
参
加
者

が
増
え
、
今
で
は

20
名
前
後
が
集
ま

る
ほ
ど
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
前
に
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
こ

の
班
活
動
を
通
し
て
医
療
生
協
へ
の
加
入
や
「
担

い
手
」
の
活
動
に
参
加
す
る
方
が
増
え
ま
し
た
。

新
年
度
の
運
営
委
員
に
は
、
元
運
営
委
員
2
名
、

新
規
6
名
が
加
わ
り
、
上
村
美
恵
子
新
支
部
長
を

は
じ
め
17
名
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
新
規
6
名

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
医
療
生
協
の

活
動
に
接
近
さ
れ
た
比
較
的
若
い
方
々
で
す
。
4

月
と
5
月
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
対
応
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
再
開
で
き
る

状
況
に
な
れ
ば
毎
月
実
施
し
、
年
4
回
は
大
会
形

式
の
計
画
で
す
。
支
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
今
年
度
か

ら
「
元
気
仲
間
を
集
め
よ
う
」
に
変
え
ま
し
た
。

新
し
い
運
営
委
員
会
体
制
の
下
、
活
気
あ
る
支
部

活
動
を
目
指
し
ま
す
。

●
西
部
支
部
●●●
部部部
●
部
●

部部
支支

西西西
部
西
部

●●●●●
西
部
支
部
●

今
期
は
久
し
ぶ
り
に
運
営
委
員
が
二
桁
に
な

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

散
防
止
は
、
医
療
生
協
に
と
っ
て
最
重
要
課
題

と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
時
期
だ

け
に
「
独
り
ぼ
っ
ち

を
作
ら
な
い
」「
組

合
員
の
助
け
合
い
・

絆
を
強
く
」
を
実
践

で
き
る
支
部
を
目
指

し
て
活
動
で
き
た
ら

良
い
な
と
思
い
ま
す
。

新
体
制
で
支
部
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
ふ
さ
わ

し
い
活
動
が
展
開
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
で
す
。

●
大
塚
江
南
支
部
●●●

支支
部部

江
南
江
南南
支
南
支

大
塚
大
塚塚
江
塚
江

●●●
大
●
大
●
大
塚
江
南
支
部
●

昨
年
、
全
国
四
課
題
の
出
資
金
増
資
で
は
、

増
資
袋
を
活
用
し
多
く
の
組
合
員
さ
ん
の
ご

支
援
で
、
目
標
を
大
き
く
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
担
い
手
づ
く
り
で
は
、
地
域

の
地
図
お
と
し
を
し
て
機
関
紙
配
布
増
数
、

ま
た
職
員
・
元
運
営
委
員
・
新
婦
人
班
会
な

ど
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
配
布
協
力

員
も
増
え
ま
し
た
。

ま
ち
か
ど
・
公
民
館
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
班

会
で
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
め
、
保
健
学
校

で
バ
ス
ハ
イ
ク
・

料
理
実
習
・
終
活

講
座
な
ど
、
組
合

員
の
交
流
と
増
資

活
動
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
今
年
は
、

支
部
長
が
病
気
で

お
休
み
の
中
、
地

域
の
方
と
運
営
委

員
で
一
緒
に
で
き

る
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
小
松
支
部
●●●
部部部
●
部
●

松松
支支

小小小
松
小
松

●●●●●
小
松
支
部
●

私
た
ち
の
支
部
は
、
こ
の
は
な
生
協
ク
リ

ニ
ッ
ク
と
と
も
に
宮
崎
市
南
部
を
背
負
う
活
動

の
重
要
拠
点
で
す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
か
ら
30

年
あ
ま
り
、
医
師
定
着
に
尽
力
さ
れ
た
中
村

育
夫
先
生
に
代
わ
り
、
生
協
病
院
か
ら
高
田

慎
吾
先
生
が
所
長
と
な
っ
て
半
年
あ
ま
り
が

た
ち
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
も
支
部
は
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
を
何
よ
り

大
切
に
し
、
職
員

と
と
も
に
今
で
き

る
こ
と
に
頑
張
り

ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
で
活
動

を
自
粛
し
て
い
ま

す
が
、
再
開
の

折
に
は
是
非
と

も
新
た
に
居
場

所
づ
く
り
を
実

現
し
た
い
で
す
。

●
こ
の
は
な
支
部
●●●

支
部
支
部部
●
部
●

は
な
は
なな
支
な
支

こ
の
こ
のの
は
の
は

●●●
こ
●
こ
●
こ
の
は
な
支
部
●

毎
月
、運
営
委
員
会
の
開

催
と
支
部
ニ
ュ
ー
ス
を

発
行
し
ま
し
た
。行
事
で

は
、組
合
員
の
つ
ど
い
や

バ
ス
ハ
イ
ク
を
は
じ
め
、

保
健
学
校
を
3
回
、

コ
ー
プ
み
や
ざ
き
2
店
舗
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

署
名
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
自
治
体

キ
ャ
ラ
バ
ン
や
国
民
平
和
大
行
進
に
も
参
加
し

ま
し
た
。

●
都
北
支
部
●●●
部部部
●
部
●

北北
支支

都都都
北
都
北

●●●●●
都
北
支
部
●

北
2
支
部
は
5
月
13
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
の
中
が
ん
ば
っ
て
い
る
生
協
病
院
4
階
病

棟
の
職
員
さ
ん
へ
、
手
づ
く
り
マ
ス
ク
61
枚
等
を

激
励
の
気
持
ち
を
込
め
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

北
2
支
部
の
4
月
の
運
営
委
員
会
で
「
医
療

崩
壊
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
と
日
夜
奮
闘
さ
れ

て
い
る
病
院
の
職
員
の
み
な
さ
ん
を
支
部
で
激
励

し
ま
し
ょ
う
よ
」
と
、
討
議
し
て
き
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
と
手
配
し
て
い
る
中
、
こ
の
ほ
ど
手
づ
く

り
マ
ス
ク
が
入
手
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ス
ク
は
、
北
2
支
部
運
営
委
員
を
長

く
務
め
今
年
1
月
に
東
京
に
転
居
さ
れ
た
吉
原

幸
子
さ
ん
が
「
宮
崎
は
ま
だ
マ
ス
ク
が
足
り
な

い
み
た
い
ね
」
と
趣
味
の
裁
縫
の
腕
を
生
か
し
、

丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

北
2
支
部
長
代
理

の
白
浦
五
子
さ
ん
は

早
速
ス
マ
ホ
で
吉
原

さ
ん
へ
「
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
て

い
な
い
東
京
か
ら
、

遠
く
離
れ
た
宮
崎
生

協
病
院
と
私
た
ち
の

こ
と
を
思
っ
て
い
て

下
さ
っ
て
・
・
・
」

と
感
謝
と
お
礼
の
電

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

吉
原
さ
ん
は
「
元
気

で
す
が
今
の
と
こ
ろ
新

型
コ
ロ
ナ
で
外
出
自
粛

の
上
に
、
不
慣
れ
な

地
な
の
で
一
人
で
出
か

け
る
こ
と
は
な
い
毎
日

で
す
。
皆
さ
ん
に
よ
ろ

し
く
お
伝
え
く
だ
さ

い
」
と
の
こ
と
で
す
。

（
＊
1
）

　

こ
の
マ
ス
ク
に
加
え
運
営
委
員
の
坂
本
由
佳
さ

ん
が
準
備
し
た
不
織
布
マ
ス
ク
1
0
0
枚
を
北

2
支
部
の
運
営
委
員
有
志
が
仕
分
け
作
業
を
し

て
、
お
昼
休
み
時
間
に
4
F
病
棟
の
渡
邊
好
子

看
護
師
長
さ
ん
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　

渡
邊
看
護
師
長
さ
ん
の
お
礼
の
言
葉
「
こ
の

時
期
貴
重
な
マ
ス
ク
を
バ
デ
ィ
の
北
2
支
部
の
皆

様
か
ら
頂
け
る
と
言
う
こ
と
で
職
場
の
み
ん
な

は
大
喜
び
で
す
。
新
た
な
元
気
を
も
ら
っ
て
頑

張
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
吉
原
さ
ん
と
は

『
秋
の
強
化
月
間
』
の
時
も
バ
デ
ィ
仲
間
と
し
て

お
互
い
励
ま
し
合
っ
た
り
、
手
作
り
の
小
物
入

れ
袋
な
ど
頂
い
て
い
た
ん
で
す
よ
・
・
・
」。

（
＊
1
）吉
原
幸
子
さ
ん（
84
才
）の
長
い
間
の
一
人
暮
ら

し
を
心
配
し
た
娘
さ
ん
が
、居
住
の
東
京
・
武
蔵
村
山
市

へ
呼
び
寄
せ
ら
れ
、こ
の
1
月
か
ら
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の

暮
ら
し
で
す
。

　

全
国
四
課
題
は
、仲
間

増
や
し
17
名
、出
資
金
増

資
1
0
1
．7
万
円
、班

会
開
催
1
5
6
回
、班
づ

く
り
1
班
、担
い
手
づ
く

り
1
名
と
2
0
1
9
年

度
も
頑
張
り
ま
し
た
。

おしゃべりサロンおしゃべりサロン

健康まつり出店健康まつり出店

健康まつり出店健康まつり出店

認知症予防体操認知症予防体操

保健学校「料理実習」保健学校「料理実習」

手づくりマスク姿の運営委員手づくりマスク姿の運営委員

マスクの贈呈マスクの贈呈

保健学校「料理教室」保健学校「料理教室」

2
支
部
は
5
月
13
日
、
新
型
コ

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

ロ
ナ
ウ
イ

吉
原
さ
ん
は
「
元
気

ロ

激
励
マ
ス
ク
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

激
励
マ
ス
ク
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

激
励
マ
ス
ク
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』　

今
月
は
松
田
隆
志
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』　

今
月
は
松
田
隆
志
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』　

今
月
は
松
田
隆
志
医
師
で
す

こ
ん
に
ち
は
。
外
科
の
松
田
隆
志
と
申
し
ま
す
。

私
は
3
年
目
ま
で
当
院
で
内
科
研
修
後
、
4
年
目
か

ら
東
京
の
立
川
に
2
年
、
札
幌
に
3
年
、
計
5
年
間

外
科
の
専
門
研
修
に
出
て
い
ま
し
た
。

私
が
外
科
医
を
志
し
た
の
は
、
手
を
動
か
す
の
が

好
き
な
こ
と
、
ま
た
高
校
生
の
と
き
に
放
送
し
て
い

た
D
r.
コ
ト
ー
の
よ
う
な
離
島
で
も
一
人
で
い
ざ
と
い
う
と
き
に
手
術
が

で
き
る
よ
う
な
医
師
に
当
時
憧
れ
た
か
ら
で
し
た
。

研
修
は
大
変
で
し
た
が
、
充
実
し
て
お
り
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。

術
後
の
癌
の
再
発
や
緊
急
手
術
後
に
回
復
し
な
い
方
な
ど
、
全
て
が
良
い
結

果
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
手
術
が
最
後
の
砦
と
な
る
こ
と
は
少
な

く
な
く
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
患
者
に
外
科
医
と
し
て
寄
り
添
っ
て
い
く
こ

と
が
私
の
使
命
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
手
術
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
日
々
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
6
月
度　

理
事
会
の
報
告
（
6
月
13
日
開
催
）

①5月度の組合員増やしは53名（目標113
名）、出資金増資は397万円（目標392万
円）、班づくり0班、班会開催3回。新型コロ
ナウイルス感染予防により組合員活動は
自粛。

　県北支部から診療圏内での組合員訪問
では、コロナ禍での運動不足による筋力
低下の訴えなどの報告。

②平和と社会保障を守る取り組みについて、
「9条改憲反対署名24万257人分」「コロ
ナ失業301万人の予測、生活保護申請の
増加」「県精神保健福祉センターへのコ
ロナ関連相談70件」「原水禁世界大会オ
ンライン配信と原水禁世界大会の対応」
等の報告。

　また、6月6日の第2回コロナ電話相談会
では、九州内から17件の相談、宮崎県か
ら20件の相談で、多く寄せられた内容は
労働相談。

③仁田脇弘文専務理事が、4月の法人の経
常利益－1,725万円（予算差114万円）の
報告。また、長期運転資金の借り入れにつ
いて、宮崎生協病院の夜間外来診療時間
の変更について、役員報酬検討委員会の
設置について等を提案。

④新型コロナウイルス対策会議、人事・看護奨
学生の承認、宮崎生協病院健康まつり、第
31回通常総代会プログラム、経営基盤強
化のための出資金増資等の報告。

等々、異議なく承認可決した。

＜審議・決定事項＞

■新規加入者  ５３名（5/1～5/31）
■出 資 金  ６億１,８９８万円
■班　　　数  ２９５班

今、宮崎医療生協は 2020年5月末現在

■総組合員数  ４８,４０７ 名
■平均出資金  １２,７８７ 円
■                ２０,２８１ 部おげんきですか
手配り配布数

皆様こんにちは。今年も宮崎の暑い夏がやってきましたが、いかがお
過ごしでしょうか。
夏は、ぐんぐん伸びる庭の草むしりや、帰省した家族と一緒にお出か
けなど、やりたいことが沢山ですよね。でも頑張りすぎていませんか？
夏は疲れやすかったり、食欲がなくなったりと体調を崩しやすい季節で
もあります。

暑い夏にご用心11

夏といえば、夏バテ、夏カゼ、熱中症、食中毒などの病気がみられま
すが、高齢者は中でも熱中症に気を付けてください。熱中症とは、高温
多湿な環境に私たちの身体が適応できないことで生じるさまざまな症状
の総称です。子供から大人まで誰でもなりうる病気ですが、高齢者は、
体温調節機能の衰えによって体温が上がりやすいため、特に熱中症にな
りやすくなっています。

夏場にこわい熱中症22

①「こまめに水分を補給してください」………………………
人間は軽い脱水状態のときは、のどの渇きを感じません。特に高齢者
はのどの渇きを自覚しにくくなっています。のどが渇く前に、水分や塩
分の補給を心がけましょう。また、夏の暑い日はキンキンに冷えたビー
ルといきたいところですが、アルコールは逆に体内の水分を排泄してし
まうので、水分補給は麦茶やお水でお願いします。

②「暑さを避けましょう！」……………………………………
外での作業は暑い日、暑い時間を避けて行い、こまめに休憩をとって
ください。また室内でも我慢せず、エアコンや扇風機を使用して適温
(25～28度くらい)を保つようにして下さい。

ここまで読まれた方はもう熱中症マスターです。暑さと脱水に気を付
けて、楽しい夏をお過ごしください。

めまい、立ち眩み、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、頭痛、吐き
気、嘔吐、倦怠感、虚脱感、意識消失、けいれん。これらは全て熱中症
の症状です。一つでも見られたら熱中症のサインかもしれません。体を
冷やし、水分補給に努めましょう。自力でお水が飲めなくなったら重症
です。すぐに救急車を呼んでください。

熱中症の症状33

暑い夏を乗りきる健康管理暑い夏を乗りきる健康管理暑い夏を乗りきる健康管理暑い夏を乗りきる健康管理

熱中症にかからないために気を付けること44
研修医　井上三保子研修医　井上三保子研修医　井上三保子 研修医　山下さくら研修医　山下さくら研修医　山下さくら

(文章：宮崎生協病院研修医　井上三保子　　イラスト：宮崎生協病院研修医　山下さくら)(文章：宮崎生協病院研修医　井上三保子　　イラスト：宮崎生協病院研修医　山下さくら)(文章：宮崎生協病院研修医　井上三保子　　イラスト：宮崎生協病院研修医　山下さくら)

　

憲
法
改
悪
、医

療
・
福
祉
の
改
悪
、

原
発
再
稼
働
、辺

野
古
新
基
地
建

設
な
ど
、安
倍
政

権
の
悪
政
に
も
反

対
し
、闘
っ
て
い
き

ま
す
。

あ
か
と
き

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる


